
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期はみなさんもよく知っているように、いろいろな行事が次々とやっ

てきます。とりわけ、３年生の出番が増えます。体育大会、文化発表会を中

心に３年生のリーダーシップが問われます。 

先生の経験から、行事で頑張れる人は、勉強も頑張れます。勉強で頑張

れる人は、行事でも頑張ろうとします。勘違いしないでくださいね。勉強が

できる、できないということを言っているのではありません。「やる気」のこと

なのです。（大人もそうですが）何かに夢中になれない人は全部が中途半端

になると思うのです。なぜでしょうか。それは、ものごとすべて「やる気」の問題が

大きいからです。「やる気」があれば、時間がなかろうが、疲れていようが、がんばることができると

思うのです。 

では、「やる気」って何でしょうか。「頑張るぞ！」と思っても難しい時がありますよね。先生も同じ

です。そこで、先生が思うには、「やる気がでる」という意味は、「自分の活躍する場が想像できる」

「その取組の後、自分が変わることが想像できる」「次へのエネルギーになるかもしれないと感じる

ことができる」かどうかだと思うのです。自分が生き生きと楽しく活動できる場があるなと感じられ

れば、だれでも頑張るのです。それがなければ、いくら力をもっている人だって活躍はできないし、

まずやる気になりません。 

２学期に入って、体育大会の練習が始まっています。ここで、リーダーとして力を発揮できそうな

人、競技で力を発揮できそうな人、係で力を発揮できそうな人、応援で力を発揮できそうな人、運

動は苦手だけど、拍手で自分と仲間を励ますことができる人がそれぞれ、「やる気」になるかどうか

がポイントです。「クラスで優勝するぞ」「勝敗に関係なく全力を尽くすぞ」「係として責任もってが

んばるぞ」「みんなで楽しむぞ」というムードを作り、一人残らず、そのムードに欠かせない人でな

ければならないのです。 

さあ、中学校生活で一番長い２学期です。まずは体育大会目指して、クラスの輪を作っていきま

しょう。そして、いつまでも思い出に残る体育大会にしましょう。 

ずいぶん前の話をしますね。校長先生の田原中学校時代の教え子がプロサッカー選手として所

属していた京都サンガ F.C.（当時は京都パープルサンガと言っていました）というＪリーグのチー

ムがあります。ずいぶん前のことでしたが、チームが急に生まれ変わった時がありました。元日本代

表の三浦知良（カズ）がこのチームに加わったのです。デビューするなり、大活躍をしました。（もち

ろんみなさんは生まれていませんが）代表落ちをしてからあまり活躍できなかったカズですが、京

都サンガに必要な人として期待され、あたたかく迎えられたからこそ、活躍ができたのです。ムード

づくりの大切さがわかりますね。 

板櫃中全員がこの『ムード』『雰囲気』を大切にして頑張っていきましょう！！！ 

 

 

 

平成の三四郎と呼ばれた柔道家古賀稔彦さん。その古賀さんが現役を引退し、古賀塾という柔

道私塾を子供向けに作りました。そして子供たちに遺した言葉は「強い人よりも優しい人になりな

さい」というものでした。この言葉を古賀が子供に語ったというのは本当に深い意味があります。 

致命傷をおしてバルセロナ五輪で金メダルを獲った時の印象が強いので、天才でエリートと思

われがちだが、その起伏の激しい個人史については自著「人は弱さを知り強くなる」に書かれてい

ます。その中で見ることのできる古賀さんは、異常なまでに勝利にこだわるアスリートであり、そして

屈辱や敗北をバネに前進し続けた柔道家だったということです。 

中でも意外に知られていないエピソードは、バルセロナ前のソウル五輪での敗退です。金確実と

言われていましたが、プレッシャーに負けてしまったそうです。コーチに初めて「試合が怖い」と内心

を吐露しました。そして帰国後、TV で自らの敗戦を見ていて両親が観客席の応援者たちに頭を下

げ続ける場面に気付き、深い悔恨と屈辱の念に襲われました。「負けるということはこんなにも悔し

くて情けないものなのか」と。そして反省の末に得た教訓は、「コーチに授けられた戦略通りに動く

のではなく、自分で考えて動けるようにならない限りオリンピックでは勝てない」というものでした。

バルセロナでは、本来であれば出場不能な大怪我を１０日前に負いながらも、ソウルの屈辱をバネ

に金メダルを勝ち取りました。 

その後、アトランタ五輪にも出場し、連覇が期待され決勝戦で優勢に進めながらラスト３０秒を

攻め切れずに判定を失いました。古賀さんが負ける相手ではありませんでした。後に、このまま判

定でも勝てると油断したと語っています。勝負の世界は本当に厳しいものです。 

しかしこの敗戦の教訓は引退後に指導者となった時に生かされます。オリンピックは魔物であり、

一瞬たりとも攻めの気持ちを失えば、勝つことは出来ないと後進たちに伝えてきました。指導者と

なった古賀さんは技術だけでなく心構え、姿勢も教えました。まさに柔道家たる所以です。「戦う以

上は金メダルを狙う覚悟をもて！」「負けても立ち直るために、負ける覚悟をもて！」と弟子たちに檄

を飛ばしました。  

そして、今回のタイトルの発言「強い人よりも優しい人になりなさい」の発言ですが、これは文字

通りに受け取ってはいけません。誰よりも勝ちにこだわり、満身創痍で苛烈な勝負人生を送り続け

てきた古賀さんがたどり着いた最後の境地だったからです。単純に「優しい人になればいいんだよ」

と言っているわけではありません。自らの才能を磨き、精一杯の努力をして、その
過程で悔しさや悲しさも経験して、結果として人の心の痛みのわかる
人間になりなさいという意味だと思います。 
東京五輪で２連覇を果たした大野将平さんが TV で言っていました。「講道学舎に留学していた

子供時代、引退後の古賀さんが何度も稽古をつけてくれた」と。「その大きさ、強さ、技に『世界』を

感じることができた」と。「それが今の自分の礎となっている」と。そして「今度は自分が古賀さんか

ら受けた恩を子供達に送らねばならないと思っている」と。やはり古賀さんは柔道家の中の柔道家

だと思います。  
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

『やる気』こそエネルギーの源だ！！！ 

『優しい人になりなさい』柔道家古賀稔彦さん 


